
　　　　

令和６ 年 3 月 27 日

9 時 分から 18 時 分まで あり なし

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

主な行事等

　
・避難訓練・手作りおやつ・手作り昼食会・スポーツ大会・お花見会・ハロウィン会・クリスマス会・プール学習・くわがた体験会・タブレット大会・ドッチボール大会
・色々なゲーム大会・各種お楽しみ会・季節にちなんだ制作活動・外出行事等

家族支援

・送迎時や面談などで発達状況やご家族の思いやニーズの確認をします。
・子育てや障害についての相談・兄弟への相談等の支援をします。
・保護さ参加型の行事の企画・茶話会の企画などし、安心して通所して頂ける
様に支援します。

移行支援

・地域社会への参加として、月１回亀田川の遊歩道のゴミ拾いを行ってい
ます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・児
童館・図書館等の公共施設へ月１～２回程利用をしたり、地域の方々との
繋がり等に向けて取り組みを行います。

地域支援・地域連携 ・学校、併用事業所、相談事業所等と情報の共有を行い連携していきます。 職員の質の向上

・ない美研修月１回以上、外部研修へ参加し、職員一人ひとりのスキル
アップと専門性を高められる様に取り組みます。
・毎日のミーテング、職員会議や支援会議等の各種会議で子どもとの関わ
り方や支援方法等を話し合い共有しています。

支　援　内　容

・全体のスケジュールボード又は個人のスケジュールボードを提示、タイマーや絵カード等を用いて場面の切り替えや見通しをもって安心して過ごす事が出来る様に支援します。
・排泄や衣類の着脱等、保育園や幼稚園前の準備、小学校入学前に必要な準備を少しずつ身に着けて行ける様に支援します。

・色々な遊びや活動等、粗大運動を通して色々な体の感覚などの成長を促し体幹を整える様に支援します。
・色々な微細運動・指先のトレーニング等、一人ひとりが興味があり、一人ひとりに合わせた課題の提供をし、視覚・手指・体等をスムーズに動かす事が出来る様に支援します。

本
人
支
援

・スケジュールボードの提示（全体・個人）、１日のスケジュールを事前に伝える事で時計やタイマー等に興味を持ち、意識して見通しを持って穏やかに安心して過ごせる様に支援しま
す。
・集団の中で、一人ひとりの特性等に配慮し、集団でのコミュニケーションの図り方や関わり方等を学べる様に支援します。
・一人ひとりに合わせた課題等を通して形や色、順番や数等、色々な概念を学べる様に支援します。

・自分自身の気持ちを相手に伝える等、遊びや活動の中で意欲的に取り組み、成功体験を積み重ね自己肯定感を高められる様に支援します。
・日々の生活や遊び・活動等の中で一人ひとりが楽しみながら意欲的に文字等について取り組める様に支援します。

・ごっこ遊びやルールのある活動・玩具の貸し借り等を通し、ルールや役割等に添った行動等を身につけれる様に支援します。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・
個人の遊びから小集団・大集団への活動に参加出来る様に、又社会性や対人関係等の芽生えを支援します。

支援方針

　将来の自立や地域生活を見据え、生活能力の向上のために必要な療育。意欲的に取り組み、成功体験を通し自己肯定感を高められる遊びや活動、安心して過ごせる居場所づくりを目指します。児童発達支
援では、就学前のお子様を対象に個別療育・集団療育・機能支援等を行います。子どもが興味を持った遊びから得られる「楽しい！」と思う気持ちを大切に子ども自身が意欲を持てる様に関わり、心と体の
成長を促します。

営業時間 送迎実施の有無

法人（事業所）理念
「寄り添い、支え合い、共に生きる社会を」　幼児・児童・高齢者とそのご家族が健全で安全な日常生活、社会生活を送ることができるよう、わたしたちはすべての人が笑顔あふれる社会づくりに貢献する
という理念の下に「一般社団法人コミュニティほっかいどう」を令和元年３月に設立致しました。　一人ひとりがやり甲斐や充実感を得られる「居場所」づくりを目指し、利用される方の働きたい！を叶え
られるようスタッフ一同サポートさせて頂きます。そして地域社会の福祉向上に取り組んでいきたいと考えております。

事業所名
児童発達支援・放課後等デイサービス
きっずぱーく＋

作成日支援プログラム　（児童発達支援） 


